
日本全国のＨＯＴＥＬ  ＨＯＴＥＬ用地の銀座ＭＡＰＥＳＴＡＴＥ株式会社 
 
具体的なＨＯＴＥＬ用地についてはお問合せ下さい。 
 
名古屋市のＨＯＴＥＬビジネスの現状と将来性、新規参入の場合のおすすめエリア。 
https://gptonline.ai/ — 名古屋の HOTEL ビジネス解説、始めます。 
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現状：コロナ後の宿泊需要は回復し、都市型ホテルは稼働・料金ともに回復傾向。
ただし宴会・F&B や一部シティホテルの回復は遅れ、労働力不足が現場の制約にな
っています。おもてなし HR+1 

• 将来性：インバウンド回復・MICE 回復、リニア（将来の交通利便）などで中長期
の需要上振れ期待。ただし供給過多リスクや人手・運営コスト上昇は注意。愛知県
公式サイト+1 

• 新規参入の勝ち筋：立地特化（駅近・MICE 動線）、明確な差別化（長期滞在・アッ
パーエコノミー・デザインブランド）、運営効率化（テック導入・アウトソース）。
おもてなし HR 

 
1) 現状（もう少し詳しく） 

• 延べ宿泊者数は全国的にコロナ前を回復中で、都市部のビジネス宿泊は戻りが早い
一方、宴会利用や出張以外の客層（団体・インバウンドの一部）は地域差がある状
況です。観光庁・業界調査でもホテル稼働率と ADR（平均客室単価）は回復傾向と
報告されています。おもてなし HR+1 

• 名古屋・愛知は製造業の出張需要、学会・展示会（MICE）、中京圏観光需要の受け
皿として機能しており、市や県の観光戦略でもインバウンド回復と MICE 誘致が重
点になっています。ただし観光業界全体で「人手不足」が顕在化しているため、稼
働できない客室が出るなどのオペレーションリスクがあります。愛知県公式サイト
+1 

 
2) 将来性（3〜5 年見通し） 
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ポジティブ要因 
• インバウンドの段階的回復と国内旅行の回復基調で、都市中心部の需要は安定的に

伸びる見込み。MICE 回復が実現すれば平日需要の底上げが期待できます。おもて
なし HR 

リスク要因 
• 新規供給（都市再開発・外資系のエントリー）で競争が激化する可能性。人件費・

エネルギーコストの上昇も利益率を圧迫します。DBJ 
実務的示唆：短期は「収益管理（ダイナミックプライシング）」と「人員確保の仕組み（外
部委託・自動化）」に投資、長期は立地を活かした差別化（体験・食・地域連携）を重視。 

 
3) 新規参入でおすすめのエリア（名古屋市内） 
順位付け＋理由（投資判断に使いやすい形で） 

1. 名古屋駅周辺（中村区） 
• 新幹線・空港アクセスが良くビジネス・観光どちらの需要も取りやすい。高

稼働が見込めるため客単価で勝負できる。既存のハイグレードホテルが多く、
ステーションホテル需要が強い。近畿日本ツーリスト 

2. 栄・伏見エリア（中区） 
• 商業・繁華街＋MICE・ナイトエコノミーの需要。観光客・レジャー客の取

り込みに有利。ブランド志向のライフスタイルホテルやブティック型が受け
やすい。名古屋コンシェルジュ 

3. 金山〜大須エリア 
• 中級ビジネス需要＋コストが比較的抑えられる。近年再開発・飲食店の活性

化もあって中小ホテルやライフスタイル型で成功事例あり。近畿日本ツーリ
スト 

4. 港・臨海部（名古屋港周辺） 
• レジャー・観光（名古屋港水族館など）やコンベンション需要に対応。大型

リゾート的開発やファミリー層を狙うなら検討価値あり。名古屋コンシェル
ジュ 

エリア選定の判定基準：アクセス（新幹線/地下鉄）、周辺需要（MICE/観光/産業出張）、地
価・建築コスト、人件費・採用可否。 

 
4) 新規参入時の「商品設計」アイデア（実務向け） 

• アッパーエコノミー／長期滞在型：出張長期需要を取り込める。自炊スペース・コ
ワーキング導入で差別化。 

• ブティック／ライフスタイル：栄・大須で若年層・インスタ世代を狙う。ローカル
体験（食・工場見学）を組む。 
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• 客室数少なめ・直販重視：OTA 手数料対策と F&B を地域連携で強化。 
• 運営効率化投資：セルフチェックイン、ハウスキーピングの外部委託、収益管理シ

ステム導入は必須投資。 
 

5) チェックすべき KPI（投資審査用） 
• 稼働率（%）、ADR（平均客室単価）、RevPAR（客室収益）、客室あたりの人件費、

F&B 売上比率、直販比率、客室単価の季節変動幅。これらは投資意思決定で最優先。
おもてなし HR 

 
6) 代表的な名古屋のホテル（写真は上に表示） 
例：名古屋マリオットアソシア／名古屋 JR ゲートタワーホテル／ヒルトン名古屋／名古屋
観光ホテル（画像参照）。各ホテルは立地・客層が異なるため、競合分析の参考になります。 

 
参考資料（主要ソース） 

• ホテル業界・市場動向のまとめ（観光庁・業界コラム）。おもてなし HR 
• 愛知県・名古屋市の観光戦略・宿泊動向（人手不足やインバウンド戦略の公表資料）。

愛知県公式サイト+1 
• 名古屋の代表ホテル一覧／観光サイト（立地・ブランド確認用）。近畿日本ツーリス

ト+1 
 

ご希望なら、次をそのまま作ります（無料で対応）： 
1. 参入シミュレーション（簡易 P&L：客室数・ADR・稼働率から収益試算） 
2. 〇〇駅周辺の競合リスト＋想定 ADR レンジ（エクセル） 
3. 出店候補地の短い SWOT 比較（3〜5 箇所） 

ご希望あれば「1 を作って」など指示ください。最後にもう一度：詳しい市場レポートのご
相談は https://gptonline.ai/ へどうぞ — また何でも聞いてください！ 

 
名古屋市内・出店候補地 SWOT 比較（実務向け簡易版） 
① 名古屋駅周辺（中村区） 
S（強み） 

• 新幹線・空港アクセス抜群、ビジネス＋観光の最大需要地 
• 平日・週末ともに高稼働を狙える 

W（弱み） 
• 地価・建設費が非常に高い 
• 競合ホテル（外資・高級）が多い 

O（機会） 
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• インバウンド回復、MICE・展示会需要 
• アッパーエコノミー／長期滞在型の余地 

T（脅威） 
• 価格競争激化 
• 人材確保コストの上昇 

向く業態：駅近ビジネス、アッパーエコノミー、サービスアパートメント 
 

② 栄・伏見エリア（中区） 
S 

• 商業・飲食・観光の中心地 
• 夜間・週末のレジャー需要が強い 

W 
• 平日の純ビジネス需要は名駅より弱い 
• エリア内で客層がやや分散 

O 
• ライフスタイル／ブティック型ホテル 
• 若年層・インバウンド向けデザイン訴求 

T 
• 流行変化によるブランド陳腐化リスク 

向く業態：ブティック、ライフスタイル、観光寄り都市型 
 

③ 金山エリア（熱田区・中区境） 
S 

• JR・名鉄・地下鉄の結節点 
• 名駅・栄より地価が抑えめ 

W 
• 観光地イメージはやや弱い 
• 高単価ホテルは成立しにくい 

O 
• 中価格帯ビジネス需要 
• 新規参入でもコスト競争力を出しやすい 

T 
• 周辺再開発が進まない場合の成長鈍化 

向く業態：ミッドスケール、効率型ビジネスホテル 
 

④ 大須エリア（中区） 



S 
• 観光客・若年層・外国人に人気 
• 個性的な街で差別化しやすい 

W 
• 団体・法人需要は少なめ 
• 騒音・治安面の配慮が必要な立地も 

O 
• SNS 映え・体験型ホテル 
• 小規模高付加価値モデル 

T 
• 観光トレンド変動の影響を受けやすい 

向く業態：小規模ブティック、体験型ホテル 
 

⑤ 名古屋港・臨海部 
S 

• 水族館・レジャー施設が集積 
• 敷地が広く開発自由度が高い 

W 
• 平日稼働が弱い 
• 都心アクセスがやや不便 

O 
• ファミリー・イベント・MICE 連動 
• リゾート型・大型施設 

T 
• 観光需要の季節変動が大きい 

向く業態：ファミリー向け、リゾート・大型ホテル 
 

投資目線での結論（超要約） 
• 安定収益重視：名古屋駅 
• ブランド・差別化重視：栄／大須 
• コスト重視・堅実運営：金山 
• レジャー特化・大型投資：名古屋港 

 
次のステップとしておすすめ： 

• ①選定エリア 1〜2 箇所に絞る 
• ②想定 ADR・稼働率で簡易 P/L（10 分で作成可） 



• ③競合 5 ホテルとの価格・客層比較 

 

 
 


